
４．敷地南東部の地すべり地形
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番号 再・Ｍ：耐震重要施設等及び常設重大事故等対処施設
廃：安全上重要な施設等

再 廃 Ｍ 番号 再・Ｍ：耐震重要施設等及び常設重大事故等対処施設
廃：安全上重要な施設等

再 廃 Ｍ

1 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ 15 第１ガラス固化体貯蔵建屋（西棟） ○

2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○ 16 使用済燃料輸送容器管理建屋 ○

3 前処理建屋 ○ 17 使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラーエリア) ○

4 主排気筒（基礎）及び主排気筒管理建屋 ○ 18
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ａ（基礎）

○

5 高レベル廃液ガラス固化建屋 ○ 19
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎）

○

6 分離建屋 ○ 20 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室 ○

7 精製建屋 ○ 21 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎） ○

8 制御建屋 ○ 22 ガラス固化体貯蔵建屋 ○

9 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ 23 ガラス固化体貯蔵建屋Ｂ棟 ○

10 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ 24 ガラス固化体受入れ建屋 ○

11 北換気筒※（基礎） ○ ○ 25 燃料加工建屋 ○

12 非常用電源建屋(冷却塔及び燃料油貯蔵タンクを含む） ○ 26 緊急時対策建屋（重油貯蔵タンク含む） ○ ○

13 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ 27 第１保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○

14 第１ガラス固化体貯蔵建屋（東棟） ○ 28 第２保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○

29 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ａ(基礎) ○

・敷地内にリニアメント・変動地形は判読されないが、敷地南東
部の東方へ流下する沢沿いに地すべり地形が判読される。

・なお、施設設置位置付近は既に標高５５ｍに造成されており、
地すべりのおそれのある急斜面は存在しない。

179

判読に用いた主な空中写真
国土地理院 空中写真 CTO7514 （1975年撮影 縮尺1/8,000)
国土地理院 空中写真 MTO681X （1968年撮影 縮尺1/20,000)

国土地理院 地図・空中写真閲覧サービスHPより引用
(http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do)

鞍部

移動土塊

滑落崖（淡色は不明瞭）

造成前空中写真（１９７５年）

造成前地形図（１９７６年）

拡大範囲

４．敷地南東部の地すべり地形

（１）地形 空中写真判読結果（造成前）

再：再処理施設、廃：廃棄物管理施設、Ｍ：ＭＯＸ燃料加工施設

※廃棄物管理施設では、ガラス固化体受入れ・貯蔵建屋換気筒という名称
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・敷地南東部では、滑落崖・移動土塊に相当する遷急線・遷緩線が認められ、滑落崖は移動土塊を取り巻くように分布する。

・地すべり地形の頭部は概ね台地の分水界に平行に分布し、末端部は沢付近に位置することから、沢の下刻による台地斜面の滑動と判断した。

・また、滑落崖及び移動土塊の多くは、開析が進んでおり、移動土塊の末端部は現河床よりも高い位置にあることから、最近の滑動ではないと判断した。

４．敷地南東部の地すべり地形

（１）地形 敷地南東部の地すべり地形（造成前）

◆空中写真判読結果（A～E地点）
A：開析された滑落崖と移動土塊が判読される。移動土塊の多くは流出し、移動土塊の側部に沢が発達する。
B：開析された滑落崖と移動土塊が判読される。移動土塊の頭部付近は残存しており、滑落崖に平行な凹地（鞍部）及び分離丘が認められる。移動土塊の側部沿いに発達した沢が頭部の凹地に連続する。
C：開析された滑落崖と移動土塊が判読される。移動土塊の頭部付近にはB地点と同様の凹地（鞍部）及び分離丘が認められる。移動土塊内に比較的開析が進んでいない複数の小滑落崖が認められる。
D：明瞭な滑落崖が判読される。移動土塊は微小な凹地と凸地を有し、移動土塊側部の沢はA～C地点に比べて発達しない。
その他：不明瞭な滑落崖と移動土塊が判読される。 側部の沢は不明瞭であり、移動土塊の下半部は開析されている。
全体：移動土塊の末端部は、現在の沢の河床よりも高い。また、移動土塊頭部付近の滑落崖及び凹地は、台地の分水界に平行に分布する。

A
B

C

D

鞍部

移動土塊

滑落崖（淡色は不明瞭）

造成前空中写真：地すべり地形判読範囲拡大（１９７５年） 造成前地形図：地すべり地形判読範囲拡大（１９７６年）

国土地理院 地図・空中写真閲覧サービスHPより引用
(http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do)
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・現在の地形は、東方に流下する沢の西半部を盛土により造成しているため、施設設置位置付近に地すべりのおそれのあ
る急斜面は存在しない。

181

４．敷地南東部の地すべり地形

（１）地形 敷地南東部の地形（造成後）

造成後空中写真：地すべり地形判読範囲拡大（２００８年） 造成後地形図：地すべり地形判読範囲拡大

国土地理院 地図・空中写真閲覧サービスHPより引用
(http://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do)

鞍部

移動土塊

滑落崖（淡色は不明瞭）

C

D
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A
B

C

D

４．敷地南東部の地すべり地形

（１）地形 地すべり地形頭部の凹地（鞍部）の状況

182

・地すべり地形の頭部にみられる凹地（鞍部）は、谷底の幅が広く箱型を呈することから、地すべり頭部の溝状凹地と考えられる。なお、地すべり地形判読
範囲内は、すべて表土に覆われており、露頭等ですべり面を確認できる箇所は認められない。

→地形調査に加えて、地質構造の観点から以下の調査を追加実施した。

・凹地（鞍部）直下の地質構造把握のための追加ボーリング調査（凹地を挟む位置での斜孔：N8-X’孔、G-3’孔）

・すべり面把握のための追加ボーリング調査（N8-E2孔、N8-X(2)孔、G-3(2)孔、G-E1孔）

・地すべり地形付近の既往ボーリングコア及び追加実施ボーリングコアの詳細観察及びCT画像解析

C

D

移動土塊

移動土塊

滑落崖

1
0
0
m

（
縦

2
.5

倍
）

凹地（鞍部）←N S→滑落崖

－ －
G-3'

－ －
N8-X'

現況地形鳥瞰図（西北西から鳥瞰；2mDEM 縦2.5倍） ※現況は、A,B地点及びC地点の西半部は
造成により原地形は残されていない。

C地点頭部の現況写真

地すべり地形の模式図
（防災科学技術研究所、2015に加筆）２３）

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'－ －

N8-E2
－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X(2)

－ －
G-E1

－ －
(    N8-E2)
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・敷地南東部には、鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)及び軽石混り砂岩層(T2ps)が分布し、その上位に六ヶ所層（R）、崖錐堆積層等が分布する。

・六ヶ所層（R）の堆積構造は、地すべり地形判読範囲の内外において、2°～12°程度の緩い南傾斜を示す。

敷地南東部の地質平面図（盛土を除く）
0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

断面位置

地質確認露頭

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 敷地南東部の地質平面図

（淡色は不明瞭）

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

2 走向・傾斜（六ヶ所層（R)）

－ －
G-3
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地層名 記　　　　　　事 層厚（m） 分布範囲

火山灰層
(lm)

 火山灰を含むレスからなり、

表層に黒ボクを伴う。
0～5 地形を覆うようにほぼ全域に分布する。

高位段丘
堆積層(H5)

主に淘汰の良い中～粗粒砂からなり、

葉理構造が発達する。

一部シルト混じり中粒砂を挟む。

0～4
地すべり範囲外：標高約47m以浅

地すべり範囲内：標高約44m以浅

シルト質～シルト混り中粒砂からなる。

シルトの薄層を挟在する。

マンガン等の黒斑が認められる。

5～15
六ヶ所層の上半部を構成する層相で、地すべり範囲

内外に広く分布する。

(7-2)
シルト

均質なシルトからなり，砂の薄層を挟む。 0～3 ⑦シルト混り砂層中の挟在層として分布する。

(7-1)
砂礫～礫

径0.5～5cmの円～亜円礫を多く含む

砂礫～礫からなる。
0～1

⑦シルト混り砂層中の挟在層として分布する。

地すべり範囲外の層状シルト上位に薄く分布する。

傾斜～20ﾟ程度の葉理構造が発達する

シルトからなる。
1～7

層厚1m～3m程度で連続する。地すべり範囲内では

厚く分布する。

淘汰の良い中粒砂からなる。 0～2
塊状シルト分布範囲（No.6孔，No.13孔，No.10孔，

No.7孔，No.12孔）の上位に局所的に分布する。

径0.5cm～3cm程度の軽石や礫を含む

中粒砂からなる。
0～3 G_-3_'孔,G_-3_(2)孔に分布する。

塊状無層理なシルトからなる。

下部に径0.5cm程度の軽石が散在する。
0～7 下位の層相の谷部を埋めるように局所的に分布する。

シルト質～シルト混じり中粒砂からなる。

下部に腐植片を含む。

径0.5cm程度の軽石や径0.2cm程度の

円礫を少量含む。

1～7
六ヶ所層の下部を構成する層相で、地すべり範囲内

外の鷹架層の上位に広く分布する。

径0.5～5cmの円礫を多く含む

砂礫～礫からなる。
0～1

鷹架層上面の谷部（No.7孔，No.10孔，N8_-E2_孔，

G_-3_(2)孔）に六ヶ所層の基底礫として分布する。

径5cm程度までの灰白色軽石を含む

軽石混り砂岩からなる。

細粒凝灰岩からなる。 軽石凝灰岩層の最上部に局所的に分布する。

径0.5～10cm程度の灰白色軽石を多く含む

軽石凝灰岩からなる。
　

径0.5～10cm程度の灰白色軽石を多く含む軽石凝灰

岩からなる。

凝灰岩

軽石凝灰岩

砂

レス・火山灰

主な層相

(７)
シルト混り砂

(4)
礫混り砂

(3)
塊状シルト

(2)
シルト質砂～
砂質シルト

(1)
砂礫～礫

砂質軽石凝灰岩

軽石混り砂岩

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層

  (T2ps)

軽石凝灰岩層の上位（北側）に分布する。

砂質軽石凝灰岩と軽石混り砂岩を１ユニットとして地

層中に２ユニット認められる。

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層

(T2pt)

六ヶ所層(R)

径1cm～5cm程度の灰白色軽石を多く含む

砂質軽石凝灰岩からなる。
　

(6)
層状シルト

(5)
砂

185

・地すべり範囲付近には、下位から鷹架層中部層、六ヶ所層、高位段丘堆積層、及び火山灰層が分布
する。

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 地すべり判読範囲周辺に分布する地質

- －
G-3(2)孔 ボーリングコア写真

(7)

(7-2)

(7-1)

(6)

(4)

(2)

(1)

(5) (3)

(6)

No.10孔 ボーリングコア写真

H5

R

lm

T2ps

R

地質層序表
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C地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

C

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

G-2

No .12

No .7

No .10
No .13
No .6
No .1
P.Br

G-3

－ －
G-3

50m

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 地質断面図と累積せん断・変形箇所数曲線（C1地点）

断面位置図

3㎝

GL-
10.23m

GL-
10.33m

・シャープなせん断面が認め
られる。

・変位量は不明である。
・地層のひきずりから正断層

センスが示唆される。

No.10孔

・液状化痕のような不均質
な構造のシルト層が認め
られる。

・せん断面は認められない。
・白スジは酸化物のバンド
がみられる。

5㎝

シルト層

GL-
11.20m

GL-
11.65m

N8-X(2)孔

・CT画像観察結果から、左図に示すせん断面や堆積構造
の乱れた箇所が認められた。

・地すべりのすべり面を特定する目的で、確認されたせん
断面及び変形箇所数について、六ヶ所層基底面から上方
に向かってカウントし、累積曲線図を作成した。

・累積曲線図に示すように、せん断面及び変形箇所は層状
シルト層中及びその上位層に多く認められる。

・すべり面は六ヶ所層（R)の層状シルト中に位置し、累積曲
線の傾きが増大する箇所と推察される。

CT画像で認められるせん断・変形箇所の例

186C地点鉛直断面図(西側)（縦：横＝２：１）

C C1

ボーリングコア写真・CT画像掲載孔

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt)

鷹架層中部層軽石混り砂岩層
（T2ps)

柱状図凡例（堆積層）

トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所

火山灰層
六ヶ所層（R)

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

累積せん断・変形箇所数曲線

累積せん断・変形箇所数
（箇所）

六ヶ所層(R)中に認められる
せん断面・変形箇所の数を基底面から

上方にむかって累積したグラフ

深
度
方
向→

－六ヶ所層（R）上限

－六ヶ所層（R）基底

T2ps

ｆｌ

01020
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累積せん断・
変形箇所数

（箇所）

深度
（m）

【 データ範囲 】 六ヶ所層（R）を対象とした。なお、鷹架層中にせん断・変形箇所は認められない。
【拡大CT番号】 資料の拡大CTの緑色の丸数字に対応する。
【深 度】 地表を０ｍとした場合の掘進方向の距離。
【累積箇所数 】 資料の拡大CT写真中のせん断面（赤矢印・白矢印で明記したもの）、及び地層の乱れた箇所。
【備 考】 北側の地すべり頭部付近のせん断面・変形箇所は、層状シルト層の上位に位置する。

せん断・変形箇所

柱状図凡例（堆積層）

①１

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 C地点累積せん断・変形箇所数曲線（各孔データ拡大図）

累積せん断・変形箇所数曲線

累積せん断・変形箇所数
（箇所）

六ヶ所層(R)中に認められる
せん断面・変形箇所の数を基底面から

上方にむかって累積したグラフ

深
度
方
向→

－六ヶ所層（R）上限

－六ヶ所層（R）基底

① ：各孔拡大CT画像番号
１ ：せん断・変形箇所数

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p187 加除修正



想定すべり面

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

188
・CT画像観察の結果、累積せん断・変形箇所曲線に示すように、せん断面や堆積構造の乱れなどの変形構造は、層状のシルト層中及びその上位層に多

く認められることから、すべり面は、これらの変形構造の下限となる六ヶ所層(R)中の層状のシルト層面と考えられる。

C地点鉛直断面図（東側C-C2断面）（縦：横＝２：１）※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

(1)地形の特徴

・斜面長（滑落崖頂部－下流の河床間）：600ｍ 平均斜度：4ﾟ

・滑落崖判読範囲の斜面の比高は約10ｍ、傾斜は15ﾟ程度であり、開析が
進んでいる。

・移動土塊は全体に起伏の多い凸状地形をなす。地すべり土塊内部に開
析が進んだ小滑落崖が認められる。

(2)主な地質

・六ヶ所層(R)：主にシルト層及び砂層からなる。移動土塊中の六ヶ所層(R)
のみ層状のシルト層が分布し、周辺に微細な正断層センスのせん断面
が認められる。

・鷹架層（軽石混り砂岩層(T2ps)及び軽石凝灰岩層(T2pt)):いずれも塊状
を呈し、すべり面となるような割れ目や堆積構造は認められない。

・凹地（鞍部）付近に断層は認められない。

(3)想定される地すべり構造

・地すべり地形判読範囲内の六ヶ所層(R)内の層状シルト層中及びその上
位層に、微細な正断層センスのせん断面や堆積構造の乱れなどの変
形構造が認められ、層状シルト層より下位ではそれらの変形構造が認
められない。したがって、地すべりは六ヶ所層(R)中の層状のシルト層面
で滑動したものと考えられる。

ボーリングコア写真・CT画像掲載孔

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 敷地南東部の地形・地質断面図（C地点）

C地点鉛直断面図(西側C-C1断面)（縦：横＝２：１）

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

断面位置図

C C1

C C2

六ヶ所層（R）

トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

C地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

C

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

G-2

No .12

No .7

No .10
No .13
No .6
No .1
P.Br

G-3

－ －
G-3

50m
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想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

鞍部付近で実施した斜孔２孔間の層相の傾斜分布
(鞍部拡大範囲)（縦：横＝２：１）

想定すべり面

C1

189

・地形に凹地（鞍部）が認められる箇所で実施したボーリング孔には断層が認められない。また、鷹架層内の層相からも、変形を示唆する北上がり、あるい
は南上がりの一方向への傾斜は認められない。なお、基盤上面の傾斜は付近の南東方向へ連続する鷹架層上限面の谷による浸食斜面と考えられる。

→鞍部と判読した凹地付近に断層はないと判断した。

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 鞍部ボーリング調査結果（C地点）

砂質軽石凝灰岩
（Ｔｓｐｔ32）

軽石混り砂岩
（Ｔｐｓ32）

軽石混り砂岩層
（T2ps)

軽石凝灰岩層
（T2pt)

断面位置図（鷹架層上限面等高線図；等高線間隔5m）

C地点

谷線

谷線

C

C1

C地点鉛直断面図(C-C1測線)（縦：横＝２：１）

C

→NNWSSE←

－ －
G-3'

－ －
N8-X'

砂質軽石凝灰岩
（Ｔｓｐｔ31）

軽石混り砂岩
（Ｔｐｓ31）

鞍部拡大範囲

せん断・変形箇所

凹地（鞍部） 滑落崖判読範囲

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

- -
G-3(2)

－ －
G-E1

G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P Br

C C1

－ －
G-3

六ヶ所層（R）
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造
― ―

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 N8-E2孔（地すべり地形判読範囲外）

ＣＴ画像

190

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中には、すべり面となるような構造
やせん断面は認められない。

― ― 
N8-E2

ボーリング孔位置図

(H5)

・礫の定向配列
やせん断面など
のすべり面を示
唆する構造は
認められない

・22ｍ～25ｍ間に
みられる構造は、
堆積時の生物
擾乱によるもの
である。

・24ｍ～26ｍ間の
白スジは、コア
の酸化部に対
応し、鉄やマン
ガンなどの沈着
によるものと判
断される。

ボーリングコア写真

火
山
灰
層

高
位
段
丘

3.25m

5.71m

26.92m

(lm)

堆
積
層

六
ヶ
所
層
(R)

鷹
架
層

(T2ps)

26 25 24 23 22 21 20

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト
：シルト－(6)層状シルト
：シルト－(7-2)シルト
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 N8-X’孔（斜60ﾟ）(滑落崖～鞍部付近)

ＣＴ画像

191ボーリングコア写真

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観
察結果
・六ヶ所層（R)中には、すべり
面となるような構造やせん断
面は認められない。

ボーリング孔位置図

火
山
灰
層

高
位
段
丘

3.05m

6.02m

22.27m

(lm)

(H5)

堆
積
層

鷹
架
層

(T2ps)

18 17 16

・礫の定向配列やせん断面などす
べり面を示唆する構造は認められ
ない。

・17ｍ～18ｍ間の白スジは、コアの
酸化部に対応し、鉄やマンガンな
どの沈着によるものと判断される。

― -
N8-X’ ― -

N8-X’

：シルト－(7-2)シルト

：拡大部

：シルト－(6)層状シルト

六
ヶ
所
層
(R)
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

192

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中のシルト層（7-2）に、地層の乱れが認めら
れる。

ＣＴ画像

ボーリング孔位置図

5㎝

シルト層

・液状化痕のような不均質な構造のシルト層が
認められる。

・せん断面は認められない。
・白スジは酸化物のバンドがみられる。

― -
N8-X(2)

― -
N8-X(2)

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 N8-X(2)孔（凹地（鞍部）判読範囲内)

GL-
11.20m

GL-
11.65m

ボーリングコア写真

火
山
灰
層 (lm)

高
位
段
丘

堆
積
層

(H5)

鷹
架
層

(T2ps)

2.37m

3.24m

20.48m

①

①

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

六
ヶ
所
層
(R)
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

193

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中のシルト層（7-2）には、地層の乱れが認め
られる。

ＣＴ画像

ボーリングコア写真

火
山
灰
層 (lm)

高
位
段
丘

堆
積
層

鷹
架
層

(T2ps)

2.40m

3.51m

18.91m

(H5)(H5)

・堆積構造の乱れがみられる。
・せん断面は認められない。

5㎝

1㎝

5㎝

・堆積構造の乱れがみられる。
・せん断面は認められない。

ブロック状に
シルト質礫混
り砂を含む

砂質
シルト

砂

砂シルト

- -
G-3(2)

- -
G-3(2)

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 G-3(2)孔（凹地（鞍部）判読範囲内)

GL-
10.40m

GL-
10.60m

GL-
10.65m

GL-
10.85m

コアチューブ
昇降箇所

① ②

ボーリング孔位置図

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

① ②
六
ヶ
所
層
(R)

六ヶ所層 修正済み
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3 想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 G-3’孔（斜60ﾟ）（地すべり地形判読範囲内)

194

ボーリングコア写真

5㎝

1㎝

・不均質にシルトを混在する砂層及
び層理が明瞭なシルト層が認めら
れる。

・地層の乱れが認められる。

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中のシルト混り砂層（7）に、地層の乱れが認
められる。

断面図

火
山
灰
層
(lm)

高
位
段
丘

堆
積
層
(H5)

鷹
架
層

(T2ps)

3.31m

7.66m

30.10m

追加
撮影
範囲

ＣＴ画像

- -
G-3’

- -
G-3’

GL-
17.00m

GL-
17.30m

①

①

ボーリング孔位置図

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

六
ヶ
所
層
(R)
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

195

ＣＴ画像ボーリングコア写真

火
山
灰
層 (lm)

高
位
段
丘

堆
積
層

鷹
架
層

(T2pt)

3.00m

6.59m

25.22m

(H5)

- -
G-3

- -
G-3

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 G-3孔（１）（凹地（鞍部）判読範囲内)

ボーリング孔位置図

GL-
12.55m

GL-
12.75m

4㎝

せん断面

GL-
13.05m

GL-
13.30m

4㎝

地
層
の
乱
れ

・堆積構造に斜交した脈状の礫混
り砂が認められる。

・せん断面が認められる。
・地層のずれの方向から逆断層セ

ンスが示唆される。

・せん断面が認められる。
・変位量は不明である。
・地層のずれの方向から正断層セ

ンスが示唆される。

せん断面

約1.0㎝

約1.0㎝

① ②

①

②

③

④ ⑤

⑥

：シルト－(6)層状シルト

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

六
ヶ
所
層
(R)

六ヶ所層 修正済み
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196

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 G-3 孔（2）（地すべり地形判読範囲内）

GL-
15.35m

GL-
15.50m

GL-
14.20m

GL-
14.40m

4㎝

せん断面

約1.0㎝

・せん断面が認められる。
・変位量は約1.0㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センスが

示唆される。

4㎝

せん断面約1.0㎝

・せん断面が認められる。
・変位量は約1.0㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センス

が示唆される。
4㎝

せん断面GL-
15.45m

GL-
15.65m

・せん断面が認められる。
・変位量は約1.0㎝である。
・地層のずれの方向から逆断層センス

が示唆される。

約1.0㎝

GL-
16.00m

GL-
16.52m

10㎝

地
層
の
乱
れ

・地層の乱れが認められる。
・高角な堆積構造が認められる。

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果

・六ヶ所層（R)中のシルト混り砂層（7）及び層状シルト(6)中
には、せん断面や地層の乱れが認められる。

③

④

⑤ ⑥
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

想定すべり面

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲C C1

六ヶ所層（R）
トレンチ調査箇所

せん断・変形箇所
せん断・変形箇所
分布範囲

凹地（鞍部）

移動土塊判読範囲

滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

C C1

ボーリング孔位置図

197

ボーリングコア写真
◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中の砂礫～礫（7-1）に、せん断面が認めら
れる。

ＣＴ画像

火
山
灰
層 (lm)

鷹
架
層

(T2ps)

2.30m

6.00m

21.88m

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｇ-E1孔（地すべり地形判読範囲内）

高
位
段
丘

堆
積
層
(H5)

・約70°傾斜の面構造沿いに変形
が認められる。

・堆積構造及び一部礫の配列方向
から正断層センスの変形が示唆
される。

堆積構造

礫の長軸

5
㎝

・約35°傾斜の面構造沿いに変形が
認められる。

・堆積構造の引きずりの方向から正
断層センスの変形が示唆される。

5㎝

- ― 
G-E1

GL-
14.30m

GL-
14.50m

GL-
15.70m

GL-
15.90m

- ―
G-E1

① ②

①

②

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

六
ヶ
所
層
(R)
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
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－ －
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A’
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C

D
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D’

－ －
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－ －
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－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

C C2

198
ボーリングコア写真

Ｇ-3

ＣＴ画像

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｇ-3孔（地すべり地形判読範囲内）

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中には、すべり面となるような
構造やせん断面は認められない。

（ただし、標準貫入試験実施範囲については不明であ
る。）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

G-3

ボーリング孔位置図

C2C

：シルト－(6)層状シルト

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

六
ヶ

所
層

（R
）

鷹
架

層
中

部
層

軽
石

凝
灰

岩
層

（T
2 pt）

22.25 m

1.30 m

0.20 m

火
山

灰
層

（
lm

）
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0                  100                200m

A地点
B地点

C地点
D地点

－ －
G-3(2)

－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

C C2

199ボーリングコア写真

・せん断面が認められる。
・変位量、変位センスは不明である。

5
㎝

①

No.7

ＣＴ画像

① ②

③
④

⑤

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｎｏ.７孔（１）（地すべり地形判読範囲内）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

No.7

せん断面

ボーリング孔位置図

GL-
13.00m

GL-
13.10m

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(3)塊状シルト

火
山

灰
層

（lm
）

六
ヶ

所
層

（
R

）

29.60 m

1.00 m

0.30 m

鷹
架

層
中

部
層

軽
石

凝
灰

岩
層

（T
2 pt）
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200

・高角度なせん断面が認められる。
・変位量は約1㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センス
が示唆される。

3㎝

3㎝

・共役関係のせん断面が認められる。
・変位量は約0.5㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センスが
示唆される。

3㎝

地
層
の
乱
れ

・地層の乱れが認められる。

③ ④ ⑤

・数条のせん断面が認められる。
・変位量は約2㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センスが
示唆される。

5㎝

②

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｎｏ.７孔（２）（地すべり地形判読範囲内）

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中の層状シルト層（6）に、せん断面が認められる。

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

GL-
13.10m

GL-
13.50m

GL-
14.65m

GL-
14.85m

GL-
14.35m

GL-
14.60m

GL-
16.05m

GL-
16.25m
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－ －
N8-X'

C1 C2

A

A’

B

C

D

B’

D’

－ －
N8-E2

－ －
N8-X(2)

－ －
G-3'

－ －
G-E1

N-3

‐ ‐
g-f

‐
g-d

N6-E1

f

E-2

F-4

F-E2

F-3

F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

C C2

201
ボーリングコア写真

3㎝

・共役関係のせん断面が認められる。
・変位量は約0.5㎝である。
・地層のずれの方向から正断層セン
スが示唆される。

①

ＣＴ画像

①

② ③ ④

⑤

⑥

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｇ-2孔（１）（地すべり地形判読範囲内）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

G-2

Ｇ-2

ボーリング孔位置図

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

GL-
10.85m

GL-
11.00m

：シルト－(7-2)シルト

：堆積構造が乱れた箇所 (拡大部）

火
山

灰
層

（lm
）

六
ヶ

所
層

（
R

）
鷹

架
層

中
部

層
軽

石
凝

灰
岩

層
（
T

2 pt）

22.35 m

2.80 m

0.40 m
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202

3㎝
地
層
の
乱
れ

・共役関係のせん断面が認められる。
・変位量は約0.2㎝である。
・変位センスは地層のずれの方向
から正断層センスが示唆される。

・複数のせん断面が網目状に
認められる。

3
㎝

3㎝

・数条のせん断面が認められる。
・変位量は約0.5㎝である。
・変位センスは地層のずれの方向

から正断層センスが示唆される。

5㎝

・シャープなせん断面が認められる。
・変位量は不明である。
・変位センスは地層のひきずりから
正断層センスが示唆される。

③ ④

⑤ ⑥

3㎝

・数条のせん断面が認められる。
・変位量は約1㎝である。
・変位センスは地層のずれの方向
から正断層センスが示唆される。

②

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｇ-2孔（２）（地すべり地形判読範囲内）

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中の層状シルト層（６）に、せん断面が認められる。

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

GL-
11.05m

GL-
11.18m

GL-
11.15m

GL-
11.25m

GL-
11.58m

GL-
11.75m

GL-
13.35m

GL-
13.45m

GL-
14.05m

GL-
14.20m

六ヶ所層 修正済み
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G-3
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滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

C C2

203
ボーリングコア写真

・周辺の堆積構造の傾斜は
概ね20°以下であるが、
深度7.6m付近では傾斜約
45ﾟの層相境界が認められ
る。

・せん断面が認められる。
・変位量は約2cmである。
・地層のずれの方向から正
断層センスが示唆される。

2㎝

①

4㎝

②

No.10

ＣＴ画像

①

②

③

④

⑤ ⑥

⑧

⑦

⑨

⑩ ⑪

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｎｏ.10孔（１）（地すべり地形判読範囲内）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

No.10

ボーリング孔位置図

せん断面

GL-
7.53m

GL-
7.65m

GL-
8.47m

GL-
8.60m

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト

：堆積構造が乱れた箇所（拡大部）

：シルト－(3)塊状シルト

火
山

灰
層

（
lm

）
六

ヶ
所

層
（
R

）
鷹

架
層

中
部

層
軽

石
凝

灰
岩

層
（T
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29.50 m

2.42 m
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◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中の層状シルト層（６）に、
せん断面が認められる。

・２条のせん断面が認められる。
・変位量は約0.5㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センス

が示唆される。

3㎝

・堆積構造と平行なせん断面が認められる。
・堆積構造と平行なせん断面は、高角度なせん断面を切っている。
・複数のせん断面及び高角度なせん断面の変位センスは、地層のずれの方

向から正断層センスが示唆される。

3㎝

地
層
の
乱
れ

3㎝

高角度
せん断面

・堆積構造と平行な２条のせん断面が認めら
れる。

・複数のせん断面が網目状に認められる。

5㎝

地
層
の
乱
れ

・せん断面及び地層の乱れが認めら
れる。

・せん断面の変位量は約1㎝である。
・せん断面は地層のずれの方向から

正断層センスが示唆される。

3㎝

3㎝

・シャープなせん断面が認められる。
・変位量は約1㎝及び約0.5㎝である。
・地層のずれの方向から正断層センスが示唆される。

3㎝

地
層
の
乱
れ

⑤ ⑥

⑧

⑦

⑨ ⑩ ⑪

・シャープなせん断面が認め
られる。

・変位量は不明である。
・地層のひきずりから正断層

センスが示唆される。3㎝

3㎝

・せん断面が認められる。
・変位量は約0.5㎝である。
・地層のずれの方向から正断層セン

スが示唆される。

③ ④

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｎｏ.10孔（２）（地すべり地形判読範囲内）

せん断面

せん断面

せん断面
せん断面

せん断面

低角度
せん断面

低角度
せん断面

低角度
せん断面

低角度
せん断面

低角度
せん断面

せん断面

せん断面

せん断面

GL-
10.23m

GL-
10.33m

GL-
11.80m

GL-
11.90m

GL-
12.15m

GL-
12.25m

GL-
12.55m

GL-
12.70m

GL-
12.75m

GL-
12.97m

GL-
13.17m

GL-
13.42m

GL-
13.50m

GL-
13.65m

GL-
14.55m

GL-
14.68m

GL-
14.70m

GL-
14.85m
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A地点
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D地点
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F-E1

F-2 G-2

No.12
No.7
No.10
No.13
No.6
No.1
P.Br

G-3

－ －
G-3

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

小滑落崖判読範囲

小滑落崖判読範囲

想定すべり面

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

C C2

205
ボーリングコア写真

5㎝ 5㎝

5㎝

・せん断面が認められる。
・変位量、変位センスは不明である。

・シャープなせん断面
が認められる。

・変位量は約0.2㎝であ
る。

・変位センスは地層の
ずれの方向から正断層
センスが示唆される。

① ②

③

No.1

ＣＴ画像

① ②

③

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｃ地点 Ｎｏ.1孔（地すべり地形判読範囲内）

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中のシルト混り砂層（７）及び層状シルト層（６）に、せん断
面が認められる。

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と
異なるため、経時によりコア状況が一部
異なる場合がある。

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

No.1

ボーリング孔位置図

せん断面

せん断面

せん断面

GL-
6.05m

GL-
6.15m

GL-
6.87m

GL-
7.00m

GL-
9.23m

GL-
9.35m

：シルト－(6)層状シルト

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

：堆積構造が乱れた箇所 (拡大部）

火
山

灰
層

（
lm

）
六

ヶ
所

層
（R

）
鷹

架
層

中
部

層
軽

石
凝

灰
岩

層
（
T

2 pt）

19.70 m

4.78 m

1.00 m

六ヶ所層 修正済み
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206

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

移動土塊内のトレンチ調査結果（Ｃ地点）（１）

・C地点の移動土塊内には、複数の小滑落崖がみられる。このうち東方向に滑動したと考えられる小滑落崖を対象と
したトレンチでは、火山灰層（lm）及び六ヶ所層（R）中に、すべり面を確認した。

トレンチ全景写真（北西側から望む）

すべり面

トレンチ位置図

全景写真撮影方向

地すべり範囲は、ボーリン
グ調査結果に基づき推定
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写真３　断層f(24)とf(25)の関係
　　f(25)は、上部で傾斜の緩いf(24)によって
　　切られている。

写真４　断層f(7)、f(11)及びf(12)の関係

f(12)は、上部で傾斜のやや緩いf(7)
によって切られ、さらにf(7)も下部で
f(11)によって切られている。

主要な断層とその性状一覧表

縮尺　1:100
0 10m

＜断層の性状について＞
・ほとんど全ての断層は、断層面に鏡肌、条線が認められない。
・走向・傾斜がN50°～70°W、40°～60°NE　を示す北東落ちの正断層が卓越している。
・これらの断層は１本の連続した断層ではなく、f(24)とf(25)の関係（写真３参照）、f(7)とf(11)及びf(12)との
関係（写真４参照）でも明らかなように、途中で別の断層に切られている。また、途中で消滅する断層が多
くみられる。
・主要な断層は、下方に向かって傾斜がやや緩くなる傾向がある。
・さらに、東側法面の上盤側では、火山灰層(lm)がブロック状に落ち込んだ形状を示している。

凡　　例

表　　土

砂丘砂

火山灰

火山灰層
(lm)

砂子又層上部層 (S3)

f(10)　 断層記号

f(11)

f(7)

f(12)

f(24)

f(25)

207

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 移動土塊内のトレンチ調査結果（Ｃ地点）（２）

写真３　断層f(24)とf(25)の関係
　　f(25)は、上部で傾斜の緩いf(24)によって
　　切られている。

写真４　断層f(7)、f(11)及びf(12)の関係

f(12)は、上部で傾斜のやや緩いf(7)
によって切られ、さらにf(7)も下部で
f(11)によって切られている。

主要な断層とその性状一覧表

縮尺　1:100
0 10m

＜断層の性状について＞
・ほとんど全ての断層は、断層面に鏡肌、条線が認められない。
・走向・傾斜がN50°～70°W、40°～60°NE　を示す北東落ちの正断層が卓越している。
・これらの断層は１本の連続した断層ではなく、f(24)とf(25)の関係（写真３参照）、f(7)とf(11)及びf(12)との
関係（写真４参照）でも明らかなように、途中で別の断層に切られている。また、途中で消滅する断層が多
くみられる。
・主要な断層は、下方に向かって傾斜がやや緩くなる傾向がある。
・さらに、東側法面の上盤側では、火山灰層(lm)がブロック状に落ち込んだ形状を示している。

凡　　例

表　　土

砂丘砂

火山灰

火山灰層
(lm)

砂子又層上部層 (S3)

f(10)　 断層記号

f(11)

f(7)

f(12)

f(24)

f(25)

〈断層の性状について〉
・全ての断層は断層面に鏡肌、条線が認められない。
・走向・傾斜がN50°～70°W、40°～60°NEを示す北東落ちの正断層が卓越している。
・これらの断層は１本の連続した断層ではなく、ｆ（24）とｆ（25）の関係（写真3参照）、ｆ（7）とｆ
（11）及びｆ（12）との関係（写真４参照）でも明らかなように、途中で別の断層に切られている。
また、途中で消滅する断層が多くみられる。
・主要な断層は、下方に向かって傾斜が緩くなる傾向がある。
・さらに、東側法面の上盤側では、火山灰層（lm）がブロック状に落ち込んだ形状を示している。

•すべり面（小断層群）は、連続性が低く途中で消滅するものが多い。周辺のボーリング調査結果を踏まえると、六ヶ所層（R）内です
べり面を形成しているものと判断した。

写真３　断層f(24)とf(25)の関係
　　f(25)は、上部で傾斜の緩いf(24)によって
　　切られている。

写真４　断層f(7)、f(11)及びf(12)の関係

f(12)は、上部で傾斜のやや緩いf(7)
によって切られ、さらにf(7)も下部で
f(11)によって切られている。

主要な断層とその性状一覧表

縮尺　1:100
0 10m

＜断層の性状について＞
・ほとんど全ての断層は、断層面に鏡肌、条線が認められない。
・走向・傾斜がN50°～70°W、40°～60°NE　を示す北東落ちの正断層が卓越している。
・これらの断層は１本の連続した断層ではなく、f(24)とf(25)の関係（写真３参照）、f(7)とf(11)及びf(12)との
関係（写真４参照）でも明らかなように、途中で別の断層に切られている。また、途中で消滅する断層が多
くみられる。
・主要な断層は、下方に向かって傾斜がやや緩くなる傾向がある。
・さらに、東側法面の上盤側では、火山灰層(lm)がブロック状に落ち込んだ形状を示している。

凡　　例

表　　土

砂丘砂

火山灰

火山灰層
(lm)

砂子又層上部層 (S3)

f(10)　 断層記号

f(11)

f(7)

f(12)

f(24)

f(25)

六ヶ所層（R）

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p207 加除修正



208

４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 移動土塊内のトレンチ調査結果（Ｃ地点）（3）

• すべり面（小断層群）は、幅1mm～5mm程度の正断層であり、酸化鉄やマンガンが濃集する場合がある。

また，鏡肌や条線は認められず、周辺と同程度の硬さを有する。

0 10m

写真①

写真①

←NE SW→ ←NE SW→

写真②

写真②写真③

←NE SW→

写真③

←SW NE→

写真④

写真④

写真⑤

←SW NE→

写真⑤

移動土内のトレンチスケッチ展開図

0 10cm

0 10cm

0 1m 0 50cm

0 5cm
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４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 敷地南東部の地形・地質断面図（A・B地点）
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・A地点：地すべり地形判読範囲内の鷹架層及び六ヶ所層（R)中には、すべり面及びすべり面となるような構造は認められ
ない。ただし、地すべり地形判読範囲内の六ヶ所層（R)の層厚は周辺に比べて薄いことから、より上位で滑動したものと
推察される。

・B地点：地すべり地形判読範囲内の六ヶ所層(R)中のみに特徴的な層状のシルト層が分布する。C地点では層状のシルト
層面で滑動していることを踏まえると、B地点も同様に六ヶ所層(R)中の層状のシルト層面で滑動したと考えられる。

◆A地点

(1)地形の特徴

・斜面長（滑落崖頂部－下流の河床間）：300ｍ 平均斜度：５ﾟ

・滑落崖判読範囲の斜面の比高は約8ｍ、傾斜は20ﾟ程度であり、開

析が進んでいる。

・移動土塊は開析が進んでおり、明瞭な凸地形は認められない。

(2)主な地質

・六ヶ所層(R)：シルト層及び砂層からなる。層厚2m～5m程度で薄く

分布する。

・鷹架層（軽石混り砂岩層(T2ps)及び軽石凝灰岩層(T2pt))：いずれ

も塊状を呈し、すべり面となるような割れ目や堆積構造は認めら

れない。

(3)想定される地すべり構造

・移動土塊の開析が進んでおり、地すべり地形判読範囲内の六ヶ所

層(R)の層厚が周辺に比べて薄く、地層中にはすべり面が認めら

れないことから、残存する六ヶ所層(R)以浅で滑動し、移動土塊は

ほぼ開析されたと推察される。

◆B地点

(1)地形の特徴

・斜面長（滑落崖頂部－下流の河床間）：400ｍ 平均斜度：６ﾟ

・滑落崖判読範囲の斜面の比高は約5ｍ、傾斜は20ﾟ程度であり、開

析が進んでいる。

・移動土塊は開析が進んでいるが、緩やかな凸状地形が認められる。

(2)主な地質

・崖錐堆積層(dt)：判読された移動土塊の中腹部から脚部にかけて

層厚3m～5m程度で分布する。

・六ヶ所層(R)：主にシルト層及び砂層からなる。中腹部より上部で層

厚15m～20m程度で分布する。移動土塊中の六ヶ所層(R)のみ層

状のシルト層が分布する。

・鷹架層（軽石混り砂岩層(T2ps)及び軽石凝灰岩層(T2pt)):いずれ

も塊状を呈し、すべり面となるような割れ目や堆積構造は認めら

れない。

(3)想定される地すべり構造

・地すべり地形判読範囲内の六ヶ所層(R)中のみに、C地点ですべり

面が想定された層相と同様の層状のシルト層が特徴的に分布す

る。したがって、六ヶ所層(R)中の層状のシルト層面で滑動したも

のと考えられる。

A地点鉛直断面図（縦：横＝２：１）

B地点鉛直断面図（縦：横＝２：１）凡 例

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

※ボーリング孔：断面から20m以内のものを投影し、断面上で近接する孔は主要孔のみ表している。

地質確認露頭
・掘削面

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

想定すべり面
（残存する六ヶ所層以浅）

想定すべり面
層状シルト層

ボーリングコア写真・CT画像掲載孔

断面位置図

A A’

B B’

六ヶ所層（R）
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滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

想定すべり面
層状シルト層

B B’

六ヶ所層（R）

210

ボーリングコア写真
ＣＴ画像

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｂ地点 Ｆ-4孔（地すべり地形判読範囲外）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中には、すべり面となるような構造やせ
ん断面は認められない。

ボーリング孔位置図

B’B

：シルト－(6)層状シルト

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

火
山

灰
層

（lm
）

六
ヶ

所
層
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高
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段
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堆
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層
（
H

5
）

鷹
架

層
中

部
層

軽
石

混
り

砂
岩

層
（T
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滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

想定すべり面
層状シルト層

B B’

六ヶ所層（R）

211

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｂ地点 Ｆ-Ｅ2孔（滑落崖判読範囲付近）

ボーリングコア写真

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)中には、すべり面となるような構造やせ
ん断面は認められない。

（ただし、標準貫入試験実施範囲については不明である。）

ボーリング孔位置図

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

ＣＴ画像
：シルト－(6)層状シルト

：シルト－(2)シルト質砂～砂質シルト

火
山

灰
層

（
lm

）
六

ヶ
所

層
（R

）

28.85 m

4.00 m

0.65 m

段
丘

堆
積

層
（
H

5
）

鷹
架

層
中

部
層

軽
石

混
り

砂
岩

層
（
T

2 ps）

9.60 m

六ヶ所層 修正済み
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滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

想定すべり面
層状シルト層

B B’

六ヶ所層（R）

212ボーリングコア写真

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・六ヶ所層（R)内のシルト混り砂（7）に層状構造を呈する層厚5cm～20cm程度のシルト層が複数分布する。

ＣＴ画像

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造

ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 Ｂ地点 Ｆ-３孔（移動土塊判読範囲内）

※ＣＴ画像取得時期はコア写真撮影時期と異なるため、
経時によりコア状況が一部異なる場合がある。

層状シルト層
分布範囲

ボーリング孔位置図

：シルト－(7-2)シルト

：シルト－(6)層状シルト
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４．敷地南東部の地すべり地形

（２）地質構造 敷地南東部の地形・地質断面図（D地点）

・比較的明瞭な滑落崖が判読されること、及び地すべり地形判読範囲内に崖錐堆積層が分布することから、地すべりと考えられる。また、移動土塊の周
辺に鷹架層を確認していることから、鷹架層上面付近で滑動したと考えられる。

D地点鉛直断面図
（縦：横＝２：１）

凡 例

滑落崖判読範囲移動土塊判読範囲

※本断面付近は周辺孔及び地表地質調査結果に基づいているため、深度方向の地質分布は他の断面よりも不確実性が高い。

地質確認露頭
・掘削面

N38ﾟE10ﾟE

(1)地形の特徴

・斜面長（滑落崖頂部－下流の河床間）：200ｍ 平均斜度：１１ﾟ

・滑落崖判読範囲の斜面の比高は約18ｍ、傾斜は25ﾟ程度であり、開析が進んでいない。

・移動土塊は他に比べ小規模であるが、比較的明瞭な凸状地形が認められる。

(2)主な地質

・崖錐堆積層(dt)：判読された移動土塊内に分布する。

・鷹架層（軽石混り砂岩層(T2ps):移動土塊周辺に分布する。

(3)想定される地すべり構造

・A、B、及びC地点と異なり、比較的明瞭な滑落崖が判読されること、及び地すべり地形判読範囲内に崖錐堆積層が分布することから、地すべりと考えられる。また、表層地質調査において移動土塊の周辺に鷹架層
を確認していることから、鷹架層上面付近で滑動したと考えられる。

想定すべり面

D D’

断面位置図
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番号 再・Ｍ：耐震重要施設等及び常設重大事故等対処施設
廃：安全上重要な施設等

再 廃 Ｍ

1 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○
2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○
3 前処理建屋 ○
4 主排気筒（基礎）及び主排気筒管理建屋 ○
5 高レベル廃液ガラス固化建屋 ○
6 分離建屋 ○
7 精製建屋 ○
8 制御建屋 ○
9 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○
10 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○
11 北換気筒※（基礎） ○ ○
12 非常用電源建屋(冷却塔及び燃料油貯蔵タンクを含む） ○
13 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○
14 第１ガラス固化体貯蔵建屋（東棟） ○
15 第１ガラス固化体貯蔵建屋（西棟） ○
16 使用済燃料輸送容器管理建屋 ○
17 使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラーエリア) ○

18
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ａ（基礎）

○

19
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎）

○

20 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室 ○
21 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎） ○
22 ガラス固化体貯蔵建屋 ○
23 ガラス固化体貯蔵建屋Ｂ棟 ○
24 ガラス固化体受入れ建屋 ○
25 燃料加工建屋 ○
26 緊急時対策建屋（重油貯蔵タンク含む） ○ ○
27 第１保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○
28 第２保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○
29 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ａ(基礎) ○

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造 地すべり地形判読範囲内の建屋基礎掘削面における鷹架層の構造

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 基礎掘削面写真

215

基礎掘削面全景（南側から望む）

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋

・基礎掘削面の標高は35m～32mであり、当該建屋付近の原地形（標高63m～52m）から20m以上掘削した位置にある。

建屋位置図

鞍部

移動土塊

滑落崖（淡色は不明瞭）

凡 例

再：再処理施設、廃：廃棄物管理施設、
Ｍ：ＭＯＸ燃料加工施設

※廃棄物管理施設では、ガラス固化体
受入れ・貯蔵建屋換気筒という名称
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216

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造 地すべり地形判読範囲内の建屋基礎掘削面における鷹架層の構造

ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 基礎掘削面スケッチ

・基礎掘削面には鷹架層が分布する。

・地すべりと関係するような構造は認められない。

・小断層が数条認められるが、固結・ゆ着する。

0          5       10m

鷹架層中部層軽石混り砂岩層
（T2ps）砂質軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt）凝灰岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt）軽石凝灰岩

層相境界

色調境界

断層（ゆ着したもの）

節理

彫り込み部境界

層理・葉理の走向
・傾斜

断層の走向・傾斜

節理の走向・傾斜

スケッチ位置図（等高線は原地形）

スケッチ範囲

25

10

9

7

60

0         100       200m

26

27
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番号 再・Ｍ：耐震重要施設等及び常設重大事故等対処施設
廃：安全上重要な施設等

再 廃 Ｍ

1 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○
2 使用済燃料受入れ・貯蔵建屋 ○
3 前処理建屋 ○
4 主排気筒（基礎）及び主排気筒管理建屋 ○
5 高レベル廃液ガラス固化建屋 ○
6 分離建屋 ○
7 精製建屋 ○
8 制御建屋 ○
9 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○
10 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○
11 北換気筒※（基礎） ○ ○
12 非常用電源建屋(冷却塔及び燃料油貯蔵タンクを含む） ○
13 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○
14 第１ガラス固化体貯蔵建屋（東棟） ○
15 第１ガラス固化体貯蔵建屋（西棟） ○
16 使用済燃料輸送容器管理建屋 ○
17 使用済燃料輸送容器管理建屋（トレーラーエリア) ○

18
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ａ（基礎）

○

19
使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設用
安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎）

○

20 第１非常用ディーゼル発電設備用重油タンク室 ○
21 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ｂ（基礎） ○
22 ガラス固化体貯蔵建屋 ○
23 ガラス固化体貯蔵建屋Ｂ棟 ○
24 ガラス固化体受入れ建屋 ○
25 燃料加工建屋 ○
26 緊急時対策建屋（重油貯蔵タンク含む） ○ ○
27 第１保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○
28 第２保管庫・貯水所（軽油貯蔵タンク含む） ○ ○
29 再処理設備本体用安全冷却水系冷却塔Ａ(基礎) ○

４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造 地すべり地形判読範囲内の建屋基礎掘削面における鷹架層の構造

燃料加工建屋 基礎掘削面写真

217基礎掘削面全景（南側から望む）

・基礎掘削面の標高は
31m～27mであり、当
該建屋付近の原地形
（標高60m～46m）か
ら15m以上掘削した
位置にある。

燃料加工建屋

建屋位置図

鞍部

移動土塊

滑落崖（淡色は不明瞭）

凡 例

再：再処理施設、廃：廃棄物管理施設、
Ｍ：ＭＯＸ燃料加工施設

※廃棄物管理施設では、ガラス
固化体受入れ・貯蔵建屋換気筒
という名称
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４．敷地南東部の地すべり地形 （２）地質構造 地すべり地形判読範囲内の建屋基礎掘削面における鷹架層の構造

燃料加工建屋 基礎掘削面スケッチ

・基礎掘削面には鷹架層が分布する。

・地すべりと関係するような構造は認められな
い。

・NE走向の節理は高角度であり、変位は認め
られない。また、小断層は数条認められるが、
固結・ゆ着している。

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt）凝灰岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt）軽石凝灰岩

層相境界

色調境界

断層（ゆ着したもの）

節理

断層の走向・傾斜

節理の走向・傾斜

スケッチ位置図（等高線は原地形）

25

10

9

7

60

0         100       200m

26

27

スケッチ範囲
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・空中写真判読で認められた地すべり地形は、六ヶ所層（R）中の層状のシルト層をすべり面とした層面すべりで生じた地すべりと判断した。

・地すべり地形頭部付近の凹地（鞍部）付近の鷹架層に断層は認められないことから、凹地は断層活動によって形成されたものではなく、地すべりの
滑落によって生じた地形と判断した。

・地すべりの発生時期は、地形・地質構造から高位段丘面離水後と判断した。ただし、移動土塊の末端部が現河床よりも高い位置にあること、滑落
崖の冠頂あるいは移動土塊の開析が進んでいることから最近の滑動ではないと判断した。

・耐震重要施設等及び常設重大事故等対処施設設置位置付近は、地すべりが生じるような地形の起伏はなく、施設は、鷹架層に設置されているこ
とから、施設に影響を及ぼすものではないと考えられる。

・なお、空中写真判読による地すべり地形の範囲内に一部位置するウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋及び燃料加工建屋の基礎掘削面に地
すべりと関係する構造がないことを確認している。また、基礎掘削面の岩盤検査時に小断層が固結・ゆ着していることを確認いただいている。

４．敷地南東部の地すべり地形

（３）敷地南東部の地すべり地形のまとめ

項目 地すべり地形判読範囲の特徴

(1)地形

・滑落崖・移動土塊に相当する遷急線・遷緩線が認められる。

・滑落崖は移動土塊を取り巻くように分布する。

・移動土塊頭部付近には谷底の幅が広い溝状凹地がみられる。

・溝状凹地は東西方向に連続するが、分水界及び下流側の沢と平行に分布し、局所的である。

・滑落崖・移動土塊共に開析が進んでいるものが多い。

・東方に流下する沢は、谷頭が高位段丘面内（Ｈ５）に位置する。

・移動土塊の末端部は現河床よりも高い位置にある。

(2)地質・地質構造

・鷹架層中部層軽石凝灰岩層及び軽石混り砂岩層が分布し、その上位に六ヶ所層、崖錐堆積層が分布する。
・六ヶ所層は水平～１０°程度のシルト層を挟む。
・溝状凹地の直下の鷹架層中、及び移動土塊判読範囲内の鷹架層には断層が認められない。
・移動土塊判読範囲内の六ヶ所層（R）中には、明瞭な破砕部は認められないが、層状のシルト層が分布する。
・層状のシルト層中及び周辺には、高角度のせん断面とそれを切る堆積構造と平行なせん断面が認められる
場合や、地層の乱れが認められる場合が多い。

・高角度のせん断面はすべて正断層センスである。
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【ｆ系断層のまとめ】
・ｆ系断層は、高位段丘堆積層（約20万年前）に変位及び変形を与えていないことから、将来活動する可能性のある断層
等ではない。

・高位段丘堆積層中の小断層は、地形・地質分布から高位段丘堆積層内の小規模な地すべりあるいは受動変形により
形成されたと判断され、耐震重要施設等、常設重大事故等対処施設及び安全上重要な施設等は鷹架層に設置されて
いることから、施設の安全性に影響を及ぼすものではないと判断した。

【ｓｆ系断層のまとめ】

・ｓｆ系断層は、断層部の性状が固結・ゆ着していること、鷹架層上部層に変位及び変形を与えていないこと、ｆ系断層に
切られていること等から、少なくともｆ系断層の活動以前に活動を終えた断層であり、将来活動する可能性のある断層
等ではない。

【敷地南東部の地すべりのまとめ】

・地形及び地質構造から、地すべりの発生時期は、高位段丘面離水後と判断した。ただし、移動土塊の末端部が現河床
よりも高い位置にあること、滑落崖の冠頂あるいは移動土塊の開析が進んでいることから最近の滑動ではないと判断
した。

・敷地南東部に認められる地すべりは、鷹架層中にはすべり面が認められず、耐震重要施設等及び常設重大事故等対
処施設は鷹架層に設置されていることから、施設に影響を及ぼすものではないと判断した。

以上のことから、耐震重要施設等、常設重大事故等対処施設及び安全上重要な施設等を支持する地盤に「将来活
動する可能性のある断層等」は認められないと評価した。
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